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テレビ局は天気予報を通じて、気象観測データを活用している。気象衛星画像や気象レーダー、
アメダスなどの観測データを可視化することで、わかりやすい放送に心がけているとともに、防災
情報に活かしている。また、日本テレビでは国連広報センターの依頼を受けて、気候変動に関する
映像を制作し、海外へ紹介した事例もある。

（資料：日本テレビ）



気象庁が観測した気象観測及び予測等のデータは、気象業務支援センターを通じ、有料で配
信されている。直接受信している放送局もあるが、多くは民間気象会社を通じて、気象データを
受け取っている。負担金は基本料金のほか、情報別に負担金額が決まっているが、中小の民間
気象会社を考慮し、領域を限定した上で、負担金の軽減措置も行っている。

（資料：気象業務支援センター）

気象庁

(財)気象業務支援センター(財)気象業務支援センター

民間気象会社民間気象会社
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気象データー配信 月額負担金

（資料：日本テレビ）

（資料：気象庁）



1999年、静止気象衛星「ひまわり５号」の後継機「ＭＴＳＡＴｰ１」の打上げに失敗。紆余曲折があ
り、次の衛星打ち上げが間に合わなかったが、2005年に「ひまわり6号」が打ちあがるまでの間、米
国から「ゴーズ９号」を借用し、事なきを得た。静止気象衛星の観測がなければ、テレビ放送はもち
ろんのこと、天気予報や防災情報への影響は計り知れなかった。長期的な計画を立てて、観測を
継続できる体制をしっかり取ることの重要性は忘れてはいけない教訓である。

（資料：気象庁）

ひまわり５号 ひまわり６号 ひまわり８号

ゴーズ９号の支援 静止気象衛星のあゆみ



継続的に観測するのは大変だが、「観測データの品質」を担保することも重要である。

１）維持管理の大切さ
２０１０年９月に京都府京田辺市で３９．９℃と、９月の国内最高気温を記録したが、
観測機器に 「つる」が絡まっていたことによる異常値と判明。幻の最高気温となった。

２）観測環境の違いによる比較
観測基準を満たしていることになっているが、観測環境が影響している可能性が否定
できない所もある。日本一暑い場所として知られる群馬県館林市の観測所は四方を
アスファルトに囲まれており、駐車場の目の前でもある。しかも、露場に芝がないため、
より気温が上がりやすい。芝のある広い敷地に移転したら、日本一ではなくなるだろう。

３）観測データの取り扱い
2016年12月から東京の観測所が「大手町」から「北の丸公園」へ移転。観測環境の違いで
年平均気温が約１℃下がった。決して寒冷化したわけではないが、データの取り扱いに
注意が必要である。

館林のアメダス（気象庁） （資料：気象庁）



多様な産業界における気象データの利活用を一層推進するとともに、気象データを高度
利用した産業活動を創出・活性化するべく、「気象ビジネス推進コンソーシアム」が設立
（平成29年3月7日）。8月23日現在、２５２社・団体が参加。気象データ活用のセミナーを
開催したり、販売数との関連を分析するなどして、利活用の促進が図られている。

（資料：気象庁）



民間気象会社ウェザーニューズは2017年7月に超小型衛星
「WNISAT-1R」を打上げて、観測データが非常に少ない北極域の海
氷を独自に観測している。北極海航路の活用が期待され、安全運航
のために高精度な海氷情報のニーズが高まっているなか、独自の

観測が必要との判断で、今後、既存の気象衛星と組み合わせた情報、
航海の安全に寄与できるかを海運会社と共に検証する。

（資料：株式会社ウェザーニューズ）

全国1,000カ所の家庭・病院・企業の軒先やベランダに
設置され、各地の花粉を監視する花粉観測ロボット。
人間が一度に吸う空気中に含まれる花粉量に応じて、
目が白から紫の5段階に光り、花粉飛散量をお知らせ
する。また、花粉以外に、気温や湿度、気圧などの気
象情報や空気中のハウスダストや黄砂、火山灰などの
空気中の微粒子も観測することができる。



気象キャスターネットワーク

テレビ・ラジオなど
報道機関

小・中学校など教育機関
イベント・講演など

大学・研究所
（気象研究所・国立環境研究所など）

国・自治体
（国交省・環境省・気象庁など）

気象キャスターは、難しい話をわかりやすく伝えるプロ。

気象・環境・防災に関する、専門家と市民の「橋渡し役」
（サイエンス・コミュニケーター）

研究機関
公的機関

会員数 ２８５人
（2016年12月末現在）

会員数 ２８５人
（2016年12月末現在）



気象キャスターネットワークでは、気象キャスター
や気象予報士が地球温暖化や気象防災に関する
テーマで、全国の小・中学校、累計４０００校以上で
出前授業を実施。気象衛星による雲画像など、生
徒が身近に感じる内容なども実施。

気象観測の重要性を理解してもらうことにつなが
るとともに、将来の研究者等の人材育成にもなるの
ではないか。

【表彰】

地球温暖化防止活動環境大臣賞、

気象庁長官賞、東京都環境賞知事賞

地球環境大賞（文部科学大臣賞）など



検索 お天気ぼうさい探検隊

あぶない所を
見つけた！

写真をとろう

とうろく
できた！

洪水ハザードマップなどを活用し、災害が起こりそうな地形や施
設を見て回ることに加え、気象観測データを組み合わせた防災教
育の実践によって、情報リテラシーの向上にもつながる。



品質保持と継続性

・気象観測データは、国民の生命や財産を守る防災情報の一つである天気予報番組において、

欠かせない情報である。防災情報で活用するには、観測データの品質を維持すると共に、

欠測を防ぐことが大切である。

・地球温暖化等を検証するには、長期的かつ高品質な気象観測が欠かせない。ただ、限られた

予算の中での優先順をつけるべく、観測プロジェクトに対して、社会実装や国際戦略、先駆的

な観点などで、評価する仕組みがあるとよいのではないか。

適正金額と利用のしやすさ

・気象観測データの民間利用において、ある程度の費用負担は受け入れられている。

ただし、ビジネスが成り立つ適正な金額設定と、誰もが利用しやすい配信形式がよい。

・観測データが様々な分野で活用されるよう、利用法や解析事例を紹介することも大切。

・すでに独自観測をする民間企業もあるが、活用できる観測データがあれば利用するはず。

観測の重要性に対する国民への理解促進

・観測することの重要性について、広く国民に理解してもらうことが欠かせない。

静止気象衛星に対する費用は、比較的、国民の理解が得られやすいが、他はどうだろうか？

・研究機関のアウトリーチだけでなく、学校教育機関での普及啓発も必要である。

防災教育や環境教育の一助になる一方で、観測の重要性への理解にもつながるのでは。
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